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肥料の流出量削減効果�
調査圃場から深さ３ｍの地下水を調査した

結果、１ｈａ当たりの窒素の流出量は、慣行栽
培の４４．７㎏/ｈａに比べて、かん水施肥では３．８
㎏/ｈａと１/１０以下になりました。また、施肥
量に対する流出量の割合は、慣行施肥の２２％
に比べてかん水施肥では７％と低く、窒素の
利用率が高いことが伺えます（図２）。�
�

装置利用上の留意点�
肥料の量や給水間隔は、樹齢、作型、天候

などによって調整します。また、好天が続く
場合など、スプリンクラーかん水などにより
かん水量を増やす必要があります。�

本県におけるブドウ栽培は、主として地力
が低く肥料分が流れやすい砂丘未熟土で行わ
れています。また、作型の早期化により樹勢
が低下しやすいため、肥料の施用量が過剰に
なりがちです。その結果、作物の生育に対す
る悪影響や、窒素による地下水の汚染が懸念
されています。そこで、肥料や水を根の周り
に集中的に施用し、ブドウによる吸収、利用
率を高めるためのかん水施肥装置と栽培法に
ついて検討しました。�
�

装置の概要�
装置は市販のかん水タイマーやかん水器具

と、肥料成分が少しずつ溶出する特性のある
肥効調節型肥料を組み合わせたものです。自
作すれば１０aあたり約１５万円で作ることがで
きます。�
ブドウ樹の株元から約６０㎝の高さにつるし

たペットボトルなどの容器に肥料（被覆燐硝
安加里４２４、４０日溶出型）を充填し、これに
かん水タイマーで制御した水を供給します。
肥料成分が溶け込んだ養液は、ブドウ樹を中
心とする半径約６０㎝の円周上に均等に配置し
た滴下ニップルを通じて土壌に点滴方式で供
給されます（図１）。樹齢が５年程度までであ
れば、１樹当たり１㎏の肥料を使用し、１日
７時間（液量は約２０Ｌ）かん水タイマーを作
動させます。また、給水間隔は、温湯かん水
終了後から果実肥大期までと収穫後は２日に
１回、果実肥大期から収穫期までは毎日行う
ことを基本とし、天候などによって調整しま
す。�

ブドウの収量、品質�
「デラウェア」の早期加温栽培で本装置を

用いてかん水施肥栽培を行った結果、年度に
よってやや差があるものの慣行栽培とほぼ同
等の果実収量を上げることができました。ま
た、糖度や酸もほぼ同等でした（表１）。�

図１　簡易かん水施肥装置の概要� 図２　窒素の施肥量と地下水への流出量�
　　　（調査期間：2003年12/15～8/29）�

表１  「デラウェア」の収量及び品質�

年度�

２００１�
�
２００２�
�
２００３�

かん水施肥
慣行施肥�
かん水施肥
慣行施肥�
かん水施肥
慣行施肥�

施肥法�

１６．４７�
１６．６９�
１８．２２�
２２．７８�
１４．１６�
１３．０８�

（ｔ/ｈａ）�
収量�

１７３�
２０１�
１３１�
１２９�
８７�
８５�

（ｇ）�
１房重�

１９．８�
１９．７�
１９．５�
１８．６�
２０．６�
１９．６�

（Ｂｒｉｘ％）�
糖度�

０．６６�
０．６４�
０．７９�
０．７７�
０．６７�
０．７３�

（ｇ/１００ｍｌ）�
酸�

棚�

養、水分滴下部�

ろ過器�原水�

調圧器�

かん水タイマー�

水�

配水管�
ブドウ�

肥料�

（肥料容器内の水の動き）�

肥料容器�
（ペットボトル）�


